
　
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
。
紛
争
地
域
や
危

機
に
瀕
し
た
地
域
の
子
供
達
を
国
を
超
え

て
助
け
る
た
め
に
ド
イ
ツ
の
市
民
の
手
に

よ
っ
て
１
９
６
７
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た

非
営
利
の
慈
善
団
体
で
す
。
最
近
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
の
で
知
っ
て
る
人
も
多
い

か
な
？
今
回
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
国
際
村
が

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
は
、
子
供
達
の

母
国
で
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
よ
ば
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
子

供
達
の
母
国
の
医
療
ケ
ア
を
促
進
さ
せ

る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
子
供
達
へ

の
支
援
を
、
そ
の
子
供
の
の
母
国
で
、

そ
し
て
そ
の
国
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て

行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
ん
だ
国
で
は
、
生
き
る
た
め
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
来
る
必
要
の
あ
っ
た
子
供
達

が
、
母
国
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
治
療
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
特
有
の
必
要
性
に
応
じ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
ま
現
在
子
供
達
が
助
け
を
必
要
と
し

て
い
る
国
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
近
年
、

そ
れ
ら
の
国
々
の
名
前
は
、
戦
争
勃
発
、

災
害
、
飢
餓
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
の
見
出

し
を
飾
り
、
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
消
え
て
い
る
間
も
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
ア
ン
ゴ
ラ
は
、
束
の

間
の
安
全
さ
え
保
証
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

長
い
間
平
和
を
手
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
国
々
の
名
前
が
人
々

の
記
憶
か
ら
う
す
れ
て
も
、
子
供
達
の
悲

し
み
と
痛
み
は
消
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
２
つ
の
国
で
は
、
世
界
有
数

の
地
雷
被
害
国
と
し
て
し
ら
れ
、
人
々
は

脅
か
さ
れ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子
供
達
は
１

９
７
５
年
に
終
わ
っ
た
戦
争
の
被
害
に
今

な
お
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
つ

き
の
障
害
を
背
負
っ
た
子
供
達
が
、
沢
山

い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
用
さ
れ
た

毒
兵
器
に
よ
り
、
戦
争
後
の
世
代
も
苦
し

み
が
受
け
継
が
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
紛
争
な
ど
で
傷
つ
き
、
母
国
で
治
療
す

る
こ
と
が
困
難
な
子
供
達
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
進
ん
だ
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
供
達
は
飛
行
機
で
ド
イ
ツ
に
到
着
し
た

後
、
空
港
で
待
機
し
て
い
る
救
急
車
で
病

院
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
病
院
が
、
子
供
達
の
治
療
を
無
償
で

行
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
手
術
が
終
わ
る

と
子
供
達
は
、
ド
イ
ツ
北
部
、
オ
ー
バ
ー

ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
あ
る
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村

の
施
設
へ
と
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
オ
ー

バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
施
設
で
他
の
子
供
達
と

共
同
生
活
を
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
帰
国
の
日
を
を
待
つ
の
で
す
。
帰

国
ま
で
の
間
、
子
供
達
は
、
年
齢
や
国
籍

の
違
う
様
々
な
仲
間
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。
全
て
の

治療が終わり、愛する家族の
元へ戻るまでに、短い子供で
半年、長い子供では２．３年
かかります。子供達はその日
を待ちながら、ドイツでの日々
を送ります。オーバーハウゼ
ンの平和村には、平均して１
５の国から来た子供達が常時
１５０人ほどいます。
　子供達に関わる全ての費用
は、寄付金とメンバーからの
お金で運営されています。

編

集

後

記

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
治
療

各
国
の
平
和
村
作
り

平
和
教
育

1967年に設立されました

    - 子供を救済する機関です

    - 国の公認機関です 

    - 非営利の慈善団体として認定されています 

    - "Deutschen Paritatischen Wohlfahrtsverband"のメンバーです

    - 1992年から、 "Deutsches Zentralinstitut fur soziale Fragen"
より公式に承認されています 

    - 1995年から、"Register Deutscher Spendenorganisationen"として
登録されています

    - 連絡先は以下の通りとなっています 

ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
の
第9

回
パ
ケ
ッ
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

 

昨
年
の
活
動
と
同
じ
よ
う
に
、
第9

回
パ
ケ
ッ

ト
ア
ク
シ
ョ
ン
は9

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
パ
ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
“
援
助
を
つ
め

よ
う
“
と
い
う
か
け
声
の
も
と
始
ま
っ
た
活
動

で
あ
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
ナ
ゴ
ル

ノ
・
カ
ラ
バ
フ
自
治
区
の
貧
困
に
苦
し
む
人
々

の
役
に
立
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
に
は
、5

0
0
0

も
の
援
助
小
包
が
、
こ
の
危
機
的
状
況
に
あ
る

国
々
の
、
寒
さ
に
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち
を
救

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
援
助
小
包
は
と

て
も
簡
単
に
用
意
で
き
ま
す
。
平
和
村
に
て
、

梱
包
部
品
や
中
に
つ
め
る
食
料
品
や
支
援
物
資

の
提
案
リ
ス
ト
と
共
に
、8

マ
ル
ク
で
標
準
サ

イ
ズ
の
小
包
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
梱
包
し
終
わ
っ
た
小
包
は
、1

2

月1
4

ま
で
に
平
和
村
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、

平
和
村
か
ら
受
け
取
り
に
伺
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
平
和
村
は
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
国
々

の
例
え
ば
、
大
勢
の
子
供
を
抱
え
る
家
族
、
孤

児
院
や
難
民
収
容
所
に
小
包
を
輸
送
し
ま
す
。

今
回
の
パ
ケ
ッ
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の

危
機
的
状
況
に
あ
る
人
々
を
救
う
た
め
、
よ
り

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
　0

2
0
6
4

－4
9
7
4

－0

　
ま
で
。

　世界を苦しめるテロ　 
 

 

 

9月１0日
アメリカでのテロ攻撃―2001年9月11日火曜日

　2001年9月11日は歴史に残る日付となってしまいました。信じられないようなテロ攻撃がアメリカを揺さぶり、そして世界中を愕然とさせました。アメリカの象徴として知られているワールド・ト
レード・センター（世界貿易センター）の二つの建物が攻撃の的となったのです。ワールド・トレード・センターは崩れ落ち、ペンタゴン（国防省）は破壊され、他の建物も何とか崩壊をまぬがれ
たようなありさまでした。何千もの罪のない人々が瓦礫の中で命を失いました。そしてこのテロ行為には、一般市民を乗せた旅客機が武器として悪用されたのです。マスメディアにより絶え間なく
繰り返される映像は、私たちの記憶に深く刻み込まれています。

　間もなく、アメリカ、そしてアメリカの意志に賛同し、団結した国々は、このテロ攻撃の“黒幕”としてオサマ・ビン・ラディン氏の名を挙げました。オサマ・ビン・ラディン氏が、彼を支持す
る狂信的信者達のネットワークが、そして最終的にはこういったテロそのものが、報復攻撃の目標であると言われるようになりました。世界中はアフガニスタンを注目し始めました。何十年もの間
指名手配されている世界的なテロリスト達が、アフガニスタンに潜んでいると推測されているからです。アフガニスタンは何十年も前から紛争や危機に揺さぶられてきました。それにもかかわらず
長い間メディアから忘れられていたこの国は、突然、世間の注目を浴び始めたのです。

カブールからの悪いニュース―2001年9月13日木曜日

　アメリカでテロ攻撃があった少し後、ドイツ国際平和村にカブールからある知らせが届きました。傷ついた子供達の移動の際、何年もの間平和村がにチャーター機として使用していた飛行機――
アリアナ航空のボーイング７２７便が、カブール空港での攻撃によって破壊されたという知らせでした。当初、この攻撃はアメリカの報復措置に関係しているのではと言われましたが、それは直ち
に公式に否定されました。現在は、アフガニスタン北部同盟によるタリバンへの報復攻撃に関係していると考えられています。タリバン側はその数日前に、敵対する北部同盟のリーダー、シャー・
マス―ドを暗殺していました。

国際大気圏を飛ぶことの出来る最後飛行機を失った―それは、平和村がアフガニスタンでの活動をこれから続けていく上で、大きな障害となります。そして当然問題となるのは、次回予定されてい
た、アフガニスタンの子供達の渡独、そして帰国の行方です。

アフガニスタンへの攻撃―2001年10月7日日曜日

　報復攻撃が始まったのは、約4週間後でした。2001年10月7日（日）に攻撃が始まってから、アフガニスタンは様々な地域で爆撃を受けています。宗教目的のようなものを旗じるしとするイスラム
原理主義者。彼らによるテロを阻止しようと、この国への爆撃が行われています。今回の攻撃が始まる前からすでに破壊され尽くしたこの国を、爆撃しています。マスコミの報道は部分的に異なる
ことがあり、実際の状況を間違って把握してしまう恐れもあります。カブールで平和村と協力して活動しているパートナーNGO、“Roten Halbmond“から、定期的に現地の実際の状況を伝えてもらっ
ています。少なくとも10月9日までは、カブールの市民へは特に被害はなかったと思われます。外国局からは、ドイツ国際平和村と協力しているドイツの援助組織に対して、直ちにアフガニスタンを
離れるようにと連絡がありました。

　ドイツ国際平和村は13年前からアフガニスタンで援助活動を行っています。重症や重病の子供達をヨーロッパへ連れて来て、治療を行ってきました。そしてまた、現地での人道的援助活動を支援
してきました。現在、アフガニスタンでの制約はますます厳しくなっています。人々の置かれている状況はひどいものです。政権は不安定で、入れ替わりが激しく、人々は平和をみることができま
せん。そして今アフガニスタンは、アメリカで起きたテロ攻撃の報復として、国際的な軍事力によって十字砲火を浴びています。これからどうなっていくのか、残念ながら今の時点では、それは誰
にも分かりません。

反応
　9月11日以来、テロ攻撃、戦争の準備、そしてとうとうアフガニスタンでの戦争についてのニュースや映像が毎日のように届いています。何千キロも離れた土地は、近くに感じますが、それでもや
はり遠いのです。アフガニスタン内で、そしてアフガニスタンをめぐって次から次へと起こる混乱した出来事は、ドイツ国際平和村の活動にとっても、直接的に重大な意味を持っています。

子供達の反応

　2001年8月にアフガニスタンへの子供達の帰国・渡独（第42回目）が、ドイツ国際平和村により行われました。その際、約120人の子供達がヨーロッパへやって来て、現在、治療を受けています。
このうちのほとんどの子供達は数ヶ月内に治療を終える予定です。現時点では2002年2月に、第43回目のアフガニスタンへの子供達の帰国と渡独が計画されています。治療を終える予定の子供達は、
この2月の帰国で、家族のもとへ帰りたいと願っています。子供達の間に間違った情報が流れ、憶測が広がることを防ぐためにも、私たちは彼らの母国で起こっている出来事、その情勢をできるだけ
伝えるように心がけています。子供達は平和村を頼りにしています。と同時にもちろん大きな不安を抱えています。家族や友人達が危険な目に合っていないか、そして自分達の祖国が完全に破壊さ
れてしまわないかどうか、彼らは案じています。

マスメディアの反応

　この数週間、マスコミから平和村へ向けられた関心は、非常に大きなものでした。紛争や危機的な状況に直面している地域の重症や重病の子供達。彼らを援助するドイツ国際平和村の活動への関
心が、このような劇的な理由がなくても、これからも続いていくことを願っています。

人々からの反応

いくつかの例外を除いて、全体的に、皆さんからの心強いご声援をいただき、私達の活動を続けていく大きな励みとなりました。にもかかわらず、アフガニスタンの人々への援助活動を停止するよ
うに、と勧める意見がいくつかあったことも事実です。しかし「アフガニスタン」=「イスラム」=「テロ」と単純に結びつけてしまうことは間違っており、物事を正しく認識し、区別する能力の欠
如を示しているにすぎません。

　テロを（それがどこで、どのように起こるとしても）正当化することはできません！…狂信的なテロリスト達が、彼らの宗教信仰を理由に何万人もの人々を巻き込むことは許されません！そして
このような恐ろしい行為によって、罪のない犠牲者達への人道的援助が阻害されることはありません！

 これからの活動はどうなるのか？
この問いがすでに示しているように、これからも平和村の活動は続いていきます。それは唯一、確実に言えることです。現在、ドイツ国際平和村のアフガニスタンでの人道的援助活動は、非常に必
要であるにもかかわらず、実際のところ、混乱した状態です。今この時も、アフガニスタンの罪のない人々は私たちの助けを必要としています。そしてまた、私たちが力を一つに合わせることを、
必要としています。今、アフガニスタン情勢のこれからを予測しても、それはやはり憶測の域を出ることができません。そのため、2002年2月に予定されている第43回目のアフガニスタンへの子供達
の帰国、そして渡独は、予定通り行うつもりです。しかし同時に、ドイツ国際平和村は、援助活動の妨げとなる新たな事態が起こりうることも覚悟しています。

　13年前からドイツ国際平和村は、この貧しい国の、もっとも助けを必要としている人々のために、つまり子供達のために、活動を続けてきました。そしてこれからも、この活動を続けていくつも
りです。

　
ア
フ
ガ
ン
航
空
ボ
ー
イ
ン
グ7

2
7

　 

　
―
―
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
が
使
っ
て
い
る
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が

全
壊
！
！
　 

9

月1
4

日

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ア
リ
ア
ナ
航
空
の
ボ
ー
イ
ン
グ7

2
7

便
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル
空
港
で
の
攻
撃
で
、
全
壊

し
ま
し
た
。
こ
の
攻
撃
は
、
タ
リ
バ
ン
に
対
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
北
部
同
盟
に
よ
る
報
復
攻
撃
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
は
年
に
２
回
こ
の
飛
行
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
ナ
ゴ
ル
ノ
・
カ
ラ
バ
フ
自
治
州
よ

り
重
症
や
重
病
の
子
供
達
を
連
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
医
療
的
治
療
を
受
け
る
た
め
で
す
。
４
２
回
目
に
な
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
そ
の
周
辺
国
の
子
供
達
の
帰
国
、
そ
し
て

渡
独
を
、
２
０
０
１
年
８
月
、
こ
の
飛
行
機
を
使
っ
て
や
っ
と

終
え
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
渡
独
で
、
１
０
０
人
以
上
の
子

供
達
が
医
療
的
治
療
の
た
め
ド
イ
ツ
へ
や
っ
て
来
、
ま
た
、
約

１
０
０
人
の
子
供
達
が
、
治
療
を
終
え
て
無
事
母
国
へ
と
帰
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

 

こ
の
破
壊
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ン
グ7

2
7

は
、
国
際
大
気
圏
を
飛
ぶ

こ
と
が
許
可
さ
れ
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
最
後
の
飛
行
機
で

し
た
。
国
連
の
制
裁
の
た
め
、
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
は
制
裁
委

員
会
の
特
別
許
可
を
得
た
場
合
の
み
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
飛

ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
渡
航
は
、
ア
リ
ア
ナ
航
空
の
こ
の
飛
行
機
に

か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。

ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
は
、
紛
争
地
域
や
危

機
に
瀕
し
た
地
域
の
子
供
達
を
助
け
る
た

め
に
、
ド
イ
ツ
の
市
民
の
手
に
よ
っ
て

1
9
6
7

年6

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争

の
小
さ
な
犠
牲
者
、
罪
の
な
い
子
供
達
は

今
こ
の
と
き
も
、
私
た
ち
の
援
助
を
待
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
例
え
そ
の
活
動

が
平
和
村
の
資
金
を
超
え
た
と
し
て
も
、

わ
た
し
た
ち
の
関
心
は
い
つ
で
も
子
供
達

に
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
平
和
村
の
活
動

は
、
ま
ず
、

子
供
達
の
治
療
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
う
こ

と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
子
供
達
が
母
国
で
治
療
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
で
は
沢

山
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
様
々
な
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
医
療
ケ
ア
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ま
で
や
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
供

は
沢
山
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
達
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
治
療
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並

ん
で
、

私
た
ち
の
施
設
を
平
和
教
育
の
た
め
に
も

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の3

つ

を
柱
と
し
て
、
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
は
平

和
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
子
供
は
生
ま
れ
て
く
る
場
所
、

親
は
決
め
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
み

ん
な
平
等
な
は
ず
で
す
。
僕
ら
は

物
質
的
に
恵
ま
れ
た
先
進
国
「
日

本
」
に
生
ま
れ
て
不
自
由
な
く
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
捨
て

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
電
気
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
無
駄
使
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
飢
え
」
や
「
病
気
」
で
苦
し

ん
で
い
る
仲
間
が
沢
山
い
る
現
実

を
「
見
て
見
ぬ
フ
リ
」
を
し
て
は

絶
対
に
い
け
な
い
と
思
う
。
世
界

の
全
て
の
子
供
が
笑
顔
で
幸
せ
に

平
等
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
る

た
め
に
出
来
る
こ
と
を
進
ん
で
や

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

紛
争
な
ど
で
傷
つ
き
、
母
国
で

治
療
す
る
こ
と
が
困
難
な
子
供

達
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
進
ん
だ

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子

供
達
は
飛
行
機
で
ド
イ
ツ
に
到

着
し
た
後
、
空
港
で
待
機
し
て

い
る
救
急
車
で
病
院
へ
と
運
ば

れ
ま
す
。
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
病
院
が
、
子
供
達
の
治
療
を

無
償
で
行
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

手
術
が
終
わ
る
と
子
供
達
は
、

ド
イ
ツ
北
部
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ

ゼ
ン
市
に
あ
る
ド
イ
ツ
国
際
平

和
村
の
施
設
へ
と
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
施

設
で
他
の
子
供
達
と
共
同
生
活

を
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
帰
国
の
日
を
を
待
つ
の

で
す
。
帰
国
ま
で
の
間
、
子
供

達
は
、
年
齢
や
国
籍
の
違
う
様
々

な
仲
間
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

全
て
の
治
療
が
終
わ
り
、
愛
す

る
家
族
の
元
へ
戻
る
ま
で
に
、
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東京三菱銀行
東京営業部
普通口座

口座番号：2680343
口座名：ドイツ平和村

　
施
設
を
平
和
教
育
の
た
め
に
生
か
し
て

い
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
こ
の
こ
は
詳
し

く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
わ
か
り
次

第
記
事
に
し
ま
す
。

国
を
越
え
て
・
・
・

戦
争
と
は
？
（
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

今回の新聞はドイツ国際平和村のホームページ http://www.friedensdorf.de/japan/Thanks.htmを参考にさせていただきました。
一部文章を流用しております。

1

、
母
国
で
は
そ
の
子

供
に
必
要
な
治
療
が
で

き
な
い
こ
と

2

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

治
療
で
治
る
見
込
み
が

あ
る
こ
と

3

、
治
療
後
、
子
供
達

の
帰
国
が
家
族
や
政
府

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て

い
る
こ
と

4

、
家
庭
が
困
窮
し
て

い
る
こ
と
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